                 東吳大學日本語文學系「2009年日語教學國際會議」    2009.11.28
	時     間
	活            動            內            容

	8:50-9:20
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        報     到　　     　　   　　　　　　　　　　　　     地點：普仁堂R0101

	9:20-9:30
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        開   幕   式　　　　   　　　　　　　　　　　　　      

	9:30-11:50
	                                                    專 題 演 講     　　                     　　　         地點：普仁堂R0101

	9:30-10:30
	                                                   主持人: 林錦川

                                                   主講人: 水谷信子
                   講  題: これからの日本語教育－－学習者に学ぶ

	
	        　　　　　                                 主持人: 陳淑娟
                                                   主講人:トムソン木下千尋

                                                   講  題:学習のための評価

	10:30-10:50
	                                               休    息    　   　　　　　　　                 地點：戴氏基金會會議室

	10:50-11:50
	                                             主持人: 朱廣興
                                                   主講人: Robert  Russell
                 講　題: 第二言語としての日本語の習得と喪失

	
	                                                   主持人: 林文賢　
                                                   主講人: 趙華敏

　　　　　　　　講  題:大陸の日本語教育理念の変換について

　　　　　　　　　　　　　　　　　                         －「コミュニケーション用語」を中心に－

	11:50-13:00 
	                                                    午     餐                                           地點：戴氏基金會會議室

	13:00
	專 題 演 講 暨 論 文 發 表

	
	A場地點：普仁堂R0101
	B場地點： R0201教室
	C場地點：R0202教室

	
	主持人: 鄭婷婷
	主持人: 林長河
	主持人: 蘇文郎

	13:00~14:20
	主講人:長友和彦                                              
講  題: 教室は教室にて教室にあらず：
        これからの日本語教育のあり方を 

        求めて
	主講人: 近藤真宣

講  題: 日本語教育における評価の役割
	主講人:望月圭子
講　題:中国語を母語とする日本語学習者の文法

       上の誤用

	
	發表者: 洪良倩

講  題: 教養科目としての日本語の学習者における学習の動機付けの研究
	發表者: 陳淑娟

講  題: 「LARP at SCU」の被験者からの「フ
         ィードバック」
          ーグラウンデッド・セオリーによる作文の分析ー


	發表者: 朱廣興

講　題: 結論先行の文法研究

       －西洋文法≠すべての言語法則－

	
	發表者: 關口剛司

講  題: ピア・レスポンスにおける母語使用の是非－JFL環境にある台湾人中級日本語学習者の場合－
	發表者: 王玉玲

講　題: 「日本語能力試験」における過去問題からみた「否定表現」の実態
        －「３級・４級」の【読解・文法】問
　　　　題を中心に－
	發表者: 許夏珮

講　題: 連体修飾節のテンス・アスペクト習得
        における可変性

	
	提問
	提問
	提問

	14:20-14:35
	                                                     休　　  息                                            地點：戴氏基金會會議室

	14:35~15:50
	主持人:葉淑華
	主持人:孫寅華
	主持人：賴錦雀

	
	發表者: 林文賢・嚴竹華
講  題: BD2日本語教育利用研究

       －NHK放送日本語書取支援ツールの 

       開発保守と流通－
	發表者:徳永あかね・張瑜珊・三輪充子・岡崎眸
講　題: 在台湾日系企業社員は社内コミュニケーションの問題をどう捉えているか
	發表者:羅濟立

講  題:台湾人日本語学習者はどんなカタカナ語を使っているのか？
       -LARP　at SCUによる縱断の資料の分析から-

	
	發表者: 李翠芳

講  題: 聴解授業におけるシャドーイングの 

        取り入れ方
	發表者: 吳秦芳

講  題: 談話レベルから見たスピーチレベル
及びスピーチレベルシフト

        －『日本語話し言葉コーパス（CSJ）』 

        の『自由対話』に注目して－
	發表者: 杉村泰

講  題: 複合動詞「－切る」と「－尽くす」の

        V1＋V2結合について

	
	發表者: 陳相州
講  題：台湾人日本語学習者の会話における「でも」の韻律的特徴に関する縦断 研究
	
	發表者: 陳世娟

講　題: 感情を表す連用形名詞についての一考察

	
	 提問
	提問
	提問

	15:50-16:05
	                                                    休　　息                                            地點：戴氏基金會會議室

	16:05-17:20
	主持人:王世和
	主持人:邱若山
	主持人:趙順文

	
	發表者: 菊川秀夫
講  題：条件文使用の実態
－LARP資料に見る学習者言語の発達－
	發表者: 曾秋桂

講　 題: 児童文学の見地から見た芥川龍之介の児童文学作－台湾における日本語教育への応用を考えて－
	發表者: 蘇雅玲

講　  題: 台湾人日本語学習者における格助詞「を」「に」の習得プロセス－キューの連携・競合にもとづく分析－

	
	發表者: 高橋恭子

講  題: 「慰め・励ます手紙」における書く

コミュニケーション
	發表者: 林雪星
講  題: 日本故事選読の授業における文化的要素について
       ―「浦島太郎」「瘤取りじいさん」「鶴の恩返し」を例として―
	發表者: 洪昭鳳

講　題: 台湾日本語学習者の格助詞の習得について－日本語学科二年生の作文を中心に－

	
	發表者: 落合由治

講  題: ビジュアル要素の機能から見た
新聞・雑誌記事のテクスト
       －日本語教育への応用を視野に－
	
	發表者:李宗禾

講　題:台湾人日本語学習者の意見文に見られる
       段落意識―段落の相互関係に着目して―

	
	提問
	提問
	提問

	17:20-17:30
	                                             閉  幕  式                                     地點：普仁堂R0101

	17:30
	                                             晚        餐                                    地點：綜合大樓萊茵咖啡廳


1

